　　　　　　　　　　　伊豆市学校再編計画　
こどもの成長過程においては、集団の中で多様な児童・生徒が学習仲間として存在し、仲間同士で切磋琢磨しながら成長できる環境が大切です。学校がその役割の大きい部分を担うことは言をまたないでしょう。
　伊豆市においては、新生児の出生が平成17年度以降200人を下回り、平成19年度では、170人台となり少子化傾向が顕著になっています。
人口を増やすため、或いはこどもを増やすための施策が望まれるところですが、当面各学校の小規模化に拍車がかかることは否めない現実です。一方それぞれの学校は、地域の人々に支えられ特色ある教育効果をあげていることも事実です。

教育委員会では、平成20年8月伊豆市教育振興審議会に「小・中学校の適正規模と適正配置について」を諮問しました。審議会では、「学校再編成を語る会」の開催など、市民の意見を参考に取りまとめ平成21年1月に答申をいただきました。この答申を踏まえて、教育委員会は、この再編計画を作成しました。
すべては、伊豆市をそして日本を担う子ども達のよりよい学習環境を整えるという一点に目標をしぼり、市の財政が厳しいときではありますが、施設整備や通学補助を予算化し、今後10年を目途に学校再編が進められるよう取り組んでいきます。
　　　　　　　　　　平成21年3月
伊豆市教育委員会
第1　学校再編の必要性（伊豆市教育振興審議会答申より）
（1）児童生徒数の減少
伊豆市（市町合併前においては、合併前の修善寺町、土肥町、天城湯ヶ島町、中伊豆町を合算したものをいう。以下同様とします。）において、児童生徒数が最も多かったのは、いわゆる「団塊の世代」の時代になりますが、小学校では、昭和３３年の約6,7０5人、中学校では、昭和３6年の約3,411人がピークであり、いずれも１学年あたり1千人以上の子どもたちがいたことになります。その後、徐々に減少を続け、全国的な少子化の影響や過疎化による人口減少により、減少の一途をたどってきています。
平成20年4月現在、伊豆市に居住している０歳から１５歳までの子どもたちの人口をもとに、児童生徒数の将来予測を行ったところ、いまの０歳児が小学校に入学することになる平成26年度の小学校の児童数は、1,270人（１学年あたり212人）となり、平成20年度と比較して、451人、約26％減少することが予測されます。
また、同じく平成26年度の中学校の生徒数は、822人（１学年あたり274人）となり、平成20年度と比較して、249人、約23％減少することが予測されます。
さらに、いまの０歳児が中学校に入学することになる12年後の平成32年度中学校の生徒数は、575人（１学年あたり191人）となり、平成20年度と比較して、496人、約46％も減少してしまうことが予測されます。

	
	平成２０年度
	平成２６年度

（Ｈ２０比較）
	平成３２年度

（Ｈ２０比較）

	小 学 校
	1,721人
	1,270人

（▲ 26％）
	―

	中 学 校
	１,071人
	822人
（▲ 23％）
	575人
（▲ 46％）


（2）小規模校の課題　
学校規模によるメリットとデメリットの因果関係は必ずしも明確ではありませんが、クラス替えができないということに、教育上の大きな問題を認めることがでます。
	メリット
	デメリット

	・一人一人に直接的な指導を行いやすく、児童生徒に応じた学習指導が可能となり、底上げが期待できる。

・授業や運動会などの学校行事において出場や発表の機会が多く、児童生徒の積極性を発揮させやすい。
・児童生徒一人一人への目が行き届き、健康管理や安全管理を徹底しやすい。
・タテ割りグループを取り入れて交流を図りやすく、より良い縦の人間関係を形成しやすい。

· 学校備品や学校施設が十分に活用できるため、余裕をもった学習展開ができる。

・指導方針などについて、教職員間　　
の共通理解、合意形成が図りやすい。

・ＰＴＡ（保護者）や地域からの協力が得やすく、交流が図られやすい。
	・多様な価値観を取り入れる機会に乏しいため、知的刺激が少なく、また考えを深める学習ができにくい。

・学級対抗がないなど、児童生徒間で刺激しあい切磋琢磨する機会に恵まれにくい。
・集団としての規模が小さいため、社会性などが育ちにくい面がある。
・友人などの人間関係の固定化、序列化を招くおそれがあり、いじめ等の問題が生じた場合影響が残りやすい。
・集団学習活動や部活動など、多種多様な興味や関心に応じにくく選択の幅がない。

· 学校施設の清掃や施設設備の維持管理が行き届かなくなるおそれがある。児童生徒への負担も大きい。

・教職員の配置が少ないため、一部の教科や部活動で、専門的知識と経験のある教職員が配置できない。
・学年や教科ごとに複数の教職員を配置できないため、教職員間の意見交換や研究がなく活性化しにくい。
・教職員の配置が少なく、一人の教員が多くの校務分掌を処理しなければならないため、負担が大きい。

・保護者の数が少ないため、ＰＴＡ活動がマンネリ化や沈滞化したり、組織編成が困難になる。



（3）学校施設の老巧化
伊豆市立小中学校の学校施設は、全体として老朽化が進んでいます。建設後３０年以上経過している学校は、小学校で３校、中学校で４校、そのうち４０年以上経過している学校が、小学校で１校、中学校で３校という状況になっています。
昭和５６年以前に建設され、新耐震基準を満たしていない校舎・体育館等については改築、耐震補強を進めています。耐震工事が必要な建物は、残り６棟となっています。

老朽化した校舎、設備も古くOA化などによる停電事故、水道管の老朽化による漏水・水質汚濁なども発生しています。

　よって、将来計画に基づき建て替えを順次進める必要があります。
第2　小中学校の再編計画

（1） 基本事項
1 1学年で複数クラスの編成ができる学校を作ることを基本として、早期に再編に着手する。

2　通学区域については、現行を基本とする。
　 3　通学費は原則無料とする。
　 4　新学校施設は、現存施設を活用する。
　 5  「放課後児童クラブ」設置する。

6　平成21年度より各編成地区に、順次新小学校開設準備委員会を設置し、通学手段や校地、学校名・校歌などを検討する。
（2）計画期間 　
　　
	前　期　（平成21～25年）
	全小学校

	後　期　（平成26～30年）
	全中学校


（3）小学校の再編計画　　

小学校の再編計画は、12校を4校に再編する。
1 修善寺地区
平成25年4月を目途に、修善寺小・熊坂小・修善寺東小・修善寺南小の4校を１校に再編成する。
	学校名
	23年度見込
	24年度見込
	25年度見込
	26年度見込

	
	児童数　　　
	学級数　　
	児童数　　　
	学級数　　
	児童数　　　　　　
	学級数　　　　
	児童数　　　　　　　　
	学級数　　　　

	修善寺小
	161　　　
	　6　
	　163　
	　6　
	　149　
	　　6
	　142　　
	　　6

	熊坂小
	152
	6
	157
	6
	129
	6
	134
	　　6

	修善寺東小
	141
	6
	138
	6
	137
	6
	132
	6

	修善寺南小
	285
	12
	277
	12
	255
	11
	232
	10

	計
	
	
	
	
	670
	18
	640
	18


2 土肥地区
平成22年4月に、土肥南小と土肥小の2校を１校に再編成する。
	学校名
	21年度見込
	22年度見込
	23年度見込
	26年度見込

	
	児童数
	学級数
	児童数
	学級数
	児童数
	学級数
	児童数
	学級数

	土肥
	118
	6
	100
	6
	100
	6
	84
	6

	土肥南
	62
	5
	58
	5
	48
	4
	32
	3

	計
	
	
	158
	6
	148
	6
	116
	6


3 天城湯ヶ島地区
平成24年4月を目途に、湯ヶ島小・月ヶ瀬小・狩野小の3校を1校に再編成する。

	学校名
	22年度見込
	23年度見込
	24年度見込
	25年度見込

	
	児童数
	学級数
	児童数
	学級数
	児童数
	学級数
	児童数
	学級数

	湯ヶ島小
	97
	6
	88
	6
	92
	6
	85
	6

	月ヶ瀬小
	68
	6
	64
	6
	64
	5
	51
	5

	狩野　小
	135
	6
	118
	6
	112
	6
	113
	6

	計
	
	
	
	
	268
	10
	249
	10


④中伊豆地区
平成23年4月を目途に、大見小・大東小・八岳小の3校を1校に再編成する。
	学校名
	21年度見込
	22年度見込
	23年度見込
	25年度見込

	
	児童数
	学級数
	児童数
	学級数
	児童数
	学級数
	児童数
	学級数

	大見小
	269
	10
	254
	9
	260
	10
	214
	8

	大東小
	41
	4
	42
	4
	38
	4
	34
	4

	八岳小
	77
	6
	73
	6
	69
	6
	68
	6

	計
	
	
	
	
	367
	12
	318
	12


（4）中学校の再編計画
平成28年4月を目途に、修善寺中・土肥中・天城中・中伊豆中の4校を再編成

する。
	学校名
	21年度見込
	23年度見込
	27年度見込
	28年度見込

	
	生徒数
	学級数
	生徒数
	学級数
	生徒数
	学級数
	生徒数
	学級数

	修善寺中
	471
	14
	404
	12
	387
	12
	356
	11

	土肥中
	118
	5
	105
	4
	72
	3
	61
	3

	天城中
	237
	7
	206
	6
	154
	6
	138
	6

	中伊豆中
	210
	6
	190
	6
	187
	6
	181
	6

	　　計
	
	
	
	
	
	
	736
	20


